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私
の『
続
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ズ
情
報
社
会
』

　

私
が
G
L
O
C
O
M
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
学
院
生
だ
っ
た
2
0
0
0
年
の
頃
か
ら
で
あ
る
。

2
0
0
2
年
か
ら
は
研
究
員
と
な
り
、
2
0
1
8
年
度
末
ま
で
は
専
任
の
准
教
授
・
主
幹
研
究
員
と
し
て
、
現
所
属
の
武
蔵

大
学
に
移
っ
た
2
0
1
9
年
度
か
ら
は
併
任
の
主
幹
研
究
員
と
し
て
、
四
半
世
紀
以
上
を
G
L
O
C
O
M
で
過
ご
し
て
き
た
。

国
内
の
地
域
情
報
化
や
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
現
場
を
駆
け
回
り
、
海
外
の
専
門
家
や
先
進
事
例
の
も
と
へ
飛
び
込
ん
で

研
究
と
実
践
を
重
ね
る
研
究
ス
タ
イ
ル
が
形
成
さ
れ
た
の
も
G
L
O
C
O
M
と
い
う
場
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
普
及
の
黎
明
期
か
ら
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
誕
生
期
・
普
及
期
を
経
て
、
D
X
や
A
I
に
よ
る
社
会
変
革
が
日
々
論

じ
ら
れ
る
今
日
ま
で
、
情
報
社
会
の
最
前
線
に
触
れ
続
け
て
き
た
経
験
は
、
筆
者
に
と
っ
て
得
難
い
大
切
な
財
産
と
な
っ
て

い
る
。

　

G
L
O
C
O
M
は
、
次
々
と
現
れ
る
先
進
技
術
や
先
端
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
、
興
味
深
い
文
化
現
象
、
そ
し
て
想
定
外
の
社
会

課
題
に
つ
い
て
、
多
種
多
様
な
専
門
家
が
集
い
議
論
す
る
場
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
社
会
に
表
れ
始
め
た
変
化
を
、
誰
よ
り

も
早
く
解
釈
し
考
察
す
る
。
そ
れ
こ
そ
が
G
L
O
C
O
M
の
情
報
社
会
学
だ
。
そ
の
醍
醐
味
を
研
究
員
と
し
て
日
々
体
感
す

る
な
か
で
、
筆
者
が
教
科
書
の
よ
う
に
繰
り
返
し
手
に
取
っ
て
き
た
一
冊
が
あ
る
。
公
文
俊
平
編
『
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ズ
情
報

社
会
』（
N
T
T
出
版
、
2
0
0
3
）
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
国
内
外
の
情
報
社
会
論
の
古
典
を
集
成
し
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
だ
。
ダ
ニ
エ
ル
・
ベ
ル
『
脱
工
業
社
会
の
到
来
』、

ア
ル
ビ
ン
・
ト
フ
ラ
ー
『
第
三
の
波
』、
ニ
コ
ラ
ス
・
ネ
グ
ロ
ポ
ン
テ
『
ビ
ー
イ
ン
グ
・
デ
ジ
タ
ル
』、
増
田
米
二
『
原
典
情

報
社
会
』
な
ど
、
産
業
社
会
に
続
く
新
た
な
社
会
段
階
と
し
て
の
「
情
報
社
会
」
を
展
望
し
た
文
明
論
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ケ
ネ
ス
・
ボ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
「
来
た
る
べ
き
宇
宙
船
地
球
号
の
経
済
学
」、
ド
ネ
ラ
・
メ
ド
ウ

ズ
『
成
長
の
限
界
』、
ガ
レ
ッ
ト
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
「
救
命
艇
上
に
生
き
る
」
と
い
っ
た
文
献
が
示
す
よ
う
に
、
資
源
・
環

境
・
倫
理
の
視
点
を
も
射
程
に
収
め
、
情
報
化
を
広
義
の
社
会
変
動
と
し
て
捉
え
て
い
る
点
に
本
書
の
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
文
献
は
、
眼
前
で
起
き
て
い
る
現
象
を
過
去
の
知
的
営
為
の
系
譜
に
位
置
づ
け
、
今
後
の
社
会
実
装
を
構
想
す
る
た
め

の
知
的
基
盤
を
筆
者
に
与
え
て
く
れ
た
。

　

し
か
し
、
本
書
の
刊
行
か
ら
20
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
。
そ
の
間
も
、
情
報
社
会
は
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
経
験
し
、

理
論
も
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
に
展
開
し
て
き
た
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
あ
く
ま
で
も
筆
者
の
観
点
か
ら
で
は
あ
る
が
、
こ
の

二
十
数
年
間
の
出
来
事
と
情
報
社
会
論
の
理
論
的
展
開
を
見
渡
し
、「
筆
者
に
と
っ
て
の
情
報
社
会
学
」
の
基
礎
に
据
え
て

き
た
「
邦
訳
の
あ
る
海
外
文
献
」
を
①
社
会
構
造
、
②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
③
情
報
の
生
産
と
所
有
、
④
公
共
性
と
分
断
、
⑤

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
支
配
と
い
う
五
つ
の
観
点
か
ら
整
理
し
て
み
た
い
。
い
わ
ば
、
筆
者
自
身
の
『
続
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ズ

情
報
社
会
』
で
あ
る
。
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私の『続・リーディングズ情報社会』

　

ま
ず
情
報
社
会
を
め
ぐ
る
理
論
の
大
枠
を
捉
え
る
う
え
で
、
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
カ
ス
テ
ル
の
一
連
の
仕
事
は
重
要
で
あ
る
。

社
会
の
基
本
構
造
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
カ
ス
テ
ル
は
、
情
報
社
会
論
を
文
明
論
か
ら
社
会
構
造
論

へ
と
拡
張
し
た
。
そ
の
議
論
は
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
銀
河
系

―
ネ
ッ
ト
時
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
社
会
』（
東
信
堂
、

2
0
0
9
）
に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
ビ
ジ
ネ
ス
・
文
化
・
政
治
を
い
か
に
再
編
し
て
い
る
か
と
い
う
実
証
的
な
分

析
へ
と
結
実
し
て
い
る
。
ま
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
社
会
に
お
い
て
、
誰
が
そ
の
変
化
を
牽
引
す
る
の
か
と
い
う
「
担
い

手
」
論
に
お
い
て
新
た
な
観
点
を
も
た
ら
し
た
の
が
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ロ
リ
ダ
『
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
資
本
論

―
新
た

な
経
済
階
級
の
台
頭
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
2
0
0
8
）
で
あ
る
。
科
学
者
・
芸
術
家
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

い
っ
た
創
造
的
な
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
」
の
人
材
が
集
積
す
る
都
市
こ
そ
が
経
済
成
長
の
核
と
な
る
と
い
う
彼
の

議
論
は
、
情
報
社
会
に
お
け
る
人
材
像
と
、
そ
の
よ
う
な
人
材
が
実
際
の
都
市
や
地
域
に
ど
う
関
わ
る
の
か
と
い
う
議
論
を

架
橋
し
た
。
特
に
技
術
や
才
能
に
寛
容
な
都
市
環
境
が
創
造
性
を
育
む
と
い
う
主
張
は
、
筆
者
自
身
の
地
域
情
報
化
研
究
に

も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
。

　

一
方
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
う
抽
象
的
な
概
念
を
新
た
な
角
度
か
ら
捉
え
、
筆
者
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
の
が
、

2
0
0
0
年
代
に
相
次
い
で
登
場
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
科
学
の
諸
著
作
で
あ
る
。
1
9
9
8
年
に
ワ
ッ
ツ
と
ス
ト
ロ
ガ
ッ
ツ
、

翌
年
に
は
バ
ラ
バ
シ
ら
が
、
分
野
を
超
え
て
あ
ら
ゆ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
共
通
す
る
数
理
的
構
造
を
相
次
い
で
発
見
し
、
複

雑
系
科
学
の
新
た
な
潮
流
を
生
み
出
し
た
。
バ
ラ
バ
シ
『
新
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
思
考

―
世
界
の
し
く
み
を
読
み
解
く
』

（
N
H
K
出
版
、
2
0
0
2
）
は
、
ハ
ブ
と
ス
ポ
ー
ク
か
ら
な
る
ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
普
遍
性
を
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
細
胞
内
の
タ
ン
パ
ク
質
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ま
で
幅
広
い
事
例
で
描
き
出
し
た
。
ダ
ン
カ
ン
・
ワ
ッ
ツ
『
ス
モ

ー
ル
ワ
ー
ル
ド
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

―
世
界
を
知
る
た
め
の
新
科
学
的
思
考
法
』（
阪
急
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、

2
0
0
4
）
は
、
な
ぜ
見
知
ら
ぬ
人
と
も
数
人
を
介
し
て
つ
な
が
れ
る
の
か
と
い
う
「
ス
モ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
現
象
」
の
数
理

的
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
快
に
解
き
明
か
し
た
。
こ
れ
ら
は
自
然
科
学
の
成
果
で
は
あ
る
が
、
情
報
社
会
に
お
け
る
人
間
関
係
や

制
度
の
構
造
を
理
解
す
る
う
え
で
も
強
力
な
視
座
を
提
供
す
る
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
科
学
の
著
作
が
筆
者
に
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
単
な
る
「
つ
な
が
り
」
の
比
喩
で
は

な
く
、
社
会
現
象
の
背
後
に
潜
む
構
造
そ
の
も
の
を
記
述
し
う
る
分
析
概
念
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
情
報
社
会
に
お
い
て

人
・
組
織
・
知
識
が
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
り
、
ど
の
よ
う
に
影
響
を
伝
播
さ
せ
る
か
を
考
え
る
と
き
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
科
学

の
視
点
は
社
会
学
や
政
策
論
に
収
ま
ら
な
い
普
遍
的
な
洞
察
を
与
え
て
く
れ
る
。
組
織
論
の
文
脈
で
は
リ
ッ
プ
ナ
ッ
ク
＆
ス

タ
ン
プ
ス
『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
―
ヨ
コ
型
情
報
社
会
へ
の
潮
流
』（
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社
、
1
9
8
4
）
も
、
階
層
に
代

わ
る
水
平
的
な
つ
な
が
り
の
力
を
早
く
か
ら
説
い
た
先
駆
的
な
著
作
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
概
念
が
、

自
然
科
学
・
社
会
科
学
・
実
践
論
の
三
方
向
か
ら
同
時
に
照
ら
さ
れ
た
と
き
、
情
報
社
会
を
読
み
解
く
筆
者
の
視
野
は
大
き

く
広
が
っ
た
。

　

次
に
、
情
報
の
生
産
と
所
有
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
議
論
の
転
換
が
あ
る
。
そ
の
問
題
提
起
と
し
て
重
要
な
の
が
、
ロ
ー
レ

ン
ス
・
レ
ッ
シ
グ
『
C
O
D
E
―
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
合
法
・
違
法
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
』（
翔
泳
社
、
2
0
0
1
）
で
あ

る
。
サ
イ
バ
ー
空
間
に
お
け
る
規
制
は
法
律
だ
け
で
な
く
、
市
場
、
規
範
、
そ
し
て
「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」
に
よ
っ
て
実
現

さ
れ
る
と
い
う
彼
の
洞
察
は
、
情
報
社
会
に
お
け
る
制
度
設
計
の
議
論
に
新
た
な
視
点
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
レ
ッ
シ
グ
は
、

著
作
権
の
硬
直
化
に
対
し
て
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
モ
ン
ズ
・
ラ
イ
セ
ン
ス
」
を
設
計
・
普
及
さ
せ
、
知
識
や
創
造
物
の

共
有
を
促
す
実
践
的
な
仕
組
み
を
社
会
に
埋
め
込
ん
だ
。
こ
の
問
題
意
識
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
情
報
生
産
の
経
済
学
的
基
盤

を
論
じ
た
の
が
ヨ
ハ
イ
・
ベ
ン
ク
ラ
ー
で
あ
る
。『
協
力
が
つ
く
る
社
会

―
ペ
ン
ギ
ン
と
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』（
N
T
T
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私の『続・リーディングズ情報社会』

出
版
、
2
0
1
3
）
は
、
人
間
の
協
力
本
能
と
分
散
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
結
び
つ
く
こ
と
で
、
企
業
や
市
場
と
は
異
な
る
第

三
の
生
産
様
式
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
議
論
は
そ
の
後
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
勃
興
や
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
資
本
主
義
へ
の
批
判
的
考
察
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
情
報
コ
モ
ン
ズ
論
の
理
論
的
基
盤
を
提

供
し
た
の
が
、
エ
リ
ノ
ア
・
オ
ス
ト
ロ
ム
『
コ
モ
ン
ズ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
―
人
び
と
の
協
働
と
制
度
の
進
化
』（
新
装
版
、

晃
洋
書
房
、
2
0
2
2
）
で
あ
る
。
共
有
資
源
は
必
ず
「
コ
モ
ン
ズ
の
悲
劇
」
に
陥
る
と
い
う
通
説
に
反
し
、
適
切
な
制
度

設
計
の
も
と
で
は
持
続
可
能
な
自
治
管
理
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
た
オ
ス
ト
ロ
ム
は
、
2
0
0
9
年
に
ノ
ー
ベ
ル
経

済
学
賞
を
受
賞
し
た
。
ま
た
、
こ
の
流
れ
と
並
走
し
て
情
報
財
の
価
格
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
問
い
直
し
た
の
が
ク
リ
ス
・

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
『
F
R
E
E
―
〈
無
料
〉
か
ら
お
金
を
生
み
だ
す
新
戦
略
』（
N
H
K
出
版
、
2
0
0
9
）
で
あ
る
。
デ
ジ

タ
ル
情
報
の
限
界
費
用
が
ゼ
ロ
に
近
づ
く
こ
と
で
、「
無
料
」
が
例
外
で
は
な
く
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
原
理
に
な
る
と
い
う
ア

ン
ダ
ー
ソ
ン
の
議
論
は
、
情
報
経
済
の
構
造
変
化
を
鮮
や
か
に
捉
え
た
。
レ
ッ
シ
グ
は
制
度
設
計
の
問
題
と
し
て
、
ベ
ン
ク

ラ
ー
は
生
産
様
式
の
問
題
と
し
て
情
報
共
有
を
論
じ
た
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
そ
れ
を
市
場
原
理
の
観
点
か
ら
補
完
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
コ
モ
ン
ズ
的
な
公
共
性
は
必
ず
し
も
理
想
的
な
も
の
で
は
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
人
々
を
つ
な
ぐ
一
方
で
、

む
し
ろ
分
断
を
深
め
る
と
い
う
逆
説
を
早
く
か
ら
指
摘
し
た
の
が
、
キ
ャ
ス
・
サ
ン
ス
テ
ィ
ー
ン
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
民

主
主
義
の
敵
か
』（
毎
日
新
聞
社
、
2
0
0
3
）
で
あ
る
。
人
々
が
自
分
の
好
み
に
合
っ
た
情
報
だ
け
を
選
択
す
る
「
デ
イ

リ
ー
・
ミ
ー
」
的
な
情
報
環
境
は
、
異
な
る
意
見
と
の
接
触
を
遮
断
し
、
民
主
主
義
の
基
盤
を
掘
り
崩
す
と
彼
は
論
じ
た
。

さ
ら
に
彼
は
、
同
質
な
意
見
を
持
つ
人
々
が
ネ
ッ
ト
上
で
相
互
に
強
化
し
合
う
こ
と
で
極
端
な
方
向
へ
と
流
れ
て
い
く
「
サ

イ
バ
ー
カ
ス
ケ
ー
ド
」
と
い
う
概
念
を
提
示
し
、
情
報
環
境
の
設
計
が
政
治
的
分
極
化
を
も
た
ら
し
う
る
こ
と
を
警
告
し
た
。

こ
の
問
題
は
そ
の
後
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
普
及
や
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
る
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
と

と
も
に
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
く
。
イ
ー
ラ
イ
・
パ
リ
サ
ー
『
閉
じ
こ
も
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

―
グ
ー
グ
ル
・
パ
ー

ソ
ナ
ラ
イ
ズ
・
民
主
主
義
』（
早
川
書
房
、
2
0
1
2
）
は
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
や
S
N
S
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
各
ユ
ー
ザ
ー

に
最
適
化
さ
れ
た
「
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
」
を
形
成
し
、
人
々
を
自
分
と
異
な
る
情
報
や
意
見
か
ら
遮
断
し
て
い
く
構
造
を

鮮
や
か
に
描
き
出
し
た
。
さ
ら
に
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ジ
ッ
ト
レ
イ
ン
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
死
ぬ
日
』（
早
川
書
房
、

2
0
0
9
）
は
、
汎
用
的
で
オ
ー
プ
ン
な
設
計
に
よ
っ
て
革
新
を
生
み
出
し
て
き
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

へ
の
懸
念
や
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
管
理
強
化
に
よ
っ
て
そ
の
生
成
力
を
失
い
つ
つ
あ
る
と
論
じ
、
開
か
れ
た
ネ
ッ
ト

の
未
来
へ
の
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
サ
ン
ス
テ
ィ
ー
ン
が
予
見
し
た
問
題
が
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
設
計
と
し
て
社
会
に
深

く
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
、
パ
リ
サ
ー
と
ジ
ッ
ト
レ
イ
ン
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
角
度
か
ら
描
き
出
し
た
と
い
え
る
。

　

こ
う
し
た
問
題
の
背
景
に
あ
る
の
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
動
す
る
巨
大
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
企
業
の
台
頭
で
あ
る
。
ス
コ

ッ
ト
・
ギ
ャ
ロ
ウ
ェ
イ
『the four GA

FA

―
四
騎
士
が
創
り
変
え
た
世
界
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
2
0
1
8
）
は
、

グ
ー
グ
ル
、
ア
ッ
プ
ル
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ア
マ
ゾ
ン
の
4
社
が
い
か
に
私
た
ち
の
根
源
的
な
欲
求
を
捉
え
、
既
存
の
産

業
・
社
会
・
民
主
主
義
を
塗
り
替
え
て
い
っ
た
か
を
鮮
や
か
に
描
き
出
し
た
。
か
つ
て
オ
ー
プ
ン
な
公
共
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

構
想
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
少
数
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
企
業
の
行
動
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
巨
大
な
社
会
基
盤
へ

と
変
貌
し
た
。
こ
の
変
貌
プ
ロ
セ
ス
に
歴
史
的
な
文
脈
を
与
え
て
く
れ
る
の
が
、
テ
ィ
ム
・
ウ
ー
『
マ
ス
タ
ー
ス
イ
ッ
チ

―
「
正
し
い
独
裁
者
」
を
模
索
す
る
ア
メ
リ
カ
』（
飛
鳥
新
社
、
2
0
1
2
）
で
あ
る
。
電
話
・
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
「
オ
ー
プ
ン
な
黎
明
期
→
独
占
に
よ
る
支
配
」
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
描
い
た
本
書
は
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
企
業
の
台
頭
が
歴
史
の
必
然
で
は
な
く
制
度
設
計
の
帰
結
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

開
放
性
を
い
か
に
守
る
か
と
い
う
問
い
を
突
き
つ
け
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
独
占
を
生
み
出
す
構
造
そ
の
も
の
へ
の
根
本
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的
な
処
方
箋
を
提
示
し
た
の
が
、
ル
ー
フ
ァ
ス
・
ポ
ロ
ッ
ク
『
オ
ー
プ
ン
・
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

―
情
報
の
時
代
の
ル

ー
ル
を
書
き
直
す
』（
日
本
語
版
ウ
ェ
ブ
公
開
、
2
0
2
0
）
で
あ
る
。
著
作
権
や
特
許
と
い
う
独
占
権
を
「
報
酬
権
」
に

置
き
換
え
、
す
べ
て
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
オ
ー
プ
ン
に
し
な
が
ら
ク
リ
エ
イ
タ
ー
へ
の
報
酬
も
確
保
す
る
と
い
う
彼
の
構
想

は
、
情
報
コ
モ
ン
ズ
論
の
延
長
線
上
に
位
置
し
つ
つ
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
支
配
へ
の
最
も
根
本
的
な
応
答
の
一
つ
と
い
え

る
。
こ
う
し
た
思
想
を
背
景
に
彼
が
創
設
し
たO

pen K
now
ledge Foundation

は
、
世
界
的
な
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
運
動

を
牽
引
し
、
シ
ビ
ッ
ク
テ
ッ
ク
や
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
な
ど
市
民
社
会
主
導
の
情
報
社
会
形
成
に
影
響
を
与
え
続
け
て
い

る
。
そ
の
知
的
系
譜
と
実
践
的
運
動
に
、
筆
者
も
G
L
O
C
O
M
を
拠
点
と
し
て
関
わ
っ
て
き
た
。
社
会
の
分
断
と
支
配
、

信
頼
と
協
働
の
問
題
を
ど
う
分
析
し
、
い
か
に
実
際
の
運
営
に
結
び
つ
け
る
か
は
、
情
報
社
会
に
お
け
る
中
心
的
な
問
い
と

し
て
存
在
し
続
け
て
い
る
。

　

こ
こ
ま
で
①
社
会
構
造
、
②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
③
情
報
の
生
産
と
所
有
、
④
公
共
性
と
分
断
、
⑤
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
支

配
と
い
う
五
つ
の
観
点
で
整
理
し
て
き
た
。
だ
が
紹
介
で
き
た
の
は
私
の
情
報
社
会
学
を
形
作
っ
た
一
部
の
文
献
で
し
か
な

い
。
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
メ
ン
ト
や
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
議
論
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
パ
ー
ソ
ナ
ル

デ
ー
タ
の
活
用
に
関
す
る
議
論
、
そ
し
て
近
年
の
A
I
と
社
会
の
関
わ
り
を
巡
る
議
論
な
ど
を
含
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、

あ
え
て
日
本
語
訳
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
書
籍
に
限
っ
た
た
め
、
論
文
や
記
事
、
マ
ン
ガ
・
小
説
・
映
画
作
品
等
を
含
め
ら
れ

ず
、
何
よ
り
日
本
人
に
よ
る
情
報
社
会
論
の
系
譜
を
描
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

G
L
O
C
O
M
は
こ
れ
ま
で
、
情
報
社
会
の
理
論
と
実
践
の
双
方
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
そ
の
知
的

伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
次
の
段
階
に
進
む
た
め
に
は
、
個
別
領
域
の
深
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
横
断
す
る
統
合
的
な

視
座
が
求
め
ら
れ
る
。
本
稿
で
提
示
し
た
文
献
群
が
、
そ
の
た
め
の
出
発
点
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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